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高齢者の入浴に関する安全性を左右する要因の検討
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要 　　　約

本研究の目的は，在宅で生活する健常高齢者の入浴の現状及び入浴の安全性を左右する要因を明ら
かにすることである．研究方法は，高齢者の入浴に対する認識，行動及び判断等を内容とする調査用
紙を作成し，研究対象として在宅で生活する健常高齢者と同居者の���組に調査を実施した．その結
果，高齢者の大多数が入浴を好み，毎日の生活において入浴を必要だと思う者が多かった．入浴行動

では，男性は女性に比べて，肩まで湯につかるものが有意に多かった（��	�	�）．入浴するかどうか
の判断に関しては，高齢者の約 �割が安全な入浴可否判断基準を必要としていた．入浴に対する安全
認識の高い高齢者と低い者で入浴前・中・後の行動を比較した結果，入浴前では湯温調整に � �，体
温測定に � �，入浴後では休息に � �の有意差があった．前期高齢者との同居者は，高齢者の入浴に
対する安全への配慮が後期高齢者との同居者よりも有意に低かった（��	�	�）．以上の結果より，高
齢者は入浴を好み，自らの判断で入浴行動をとっている者が多かったが，入浴行動にリスクを伴って
いることも明らかになった．また，高齢者の入浴に対して同居者の関与も乏しかった．そのため，高
齢者の入浴は絶対に安全ではないことを高齢者，同居者ともに認識する必要があること，また，安全
な入浴行動が取れるような高齢者教育の必要性が示唆された．

�．緒言

一般に，日本人は，清潔に対する観念が強く，身
体の清潔保持のために習慣的に入浴をしている��．
しかし，入浴方法や程度は年齢や個人の健康状態，
さらには嗜好に左右されるといわれており����，若
いころの新陳代謝が活発で活動的な生活を送ってい

る時期と比べて，高齢期には加齢に伴っておこる活
動量や新陳代謝の低下により，生活習慣としての入
浴行動に変化を起こす可能性が考えられる．また，
若年者に比べて，生理的退行変化が起こる高齢者に
とっては入浴による身体への負荷が大きい����こと
も加わって，入浴の目的や方法等に変化が起こるこ
とも推察される．
入浴による身体への負荷は，高齢者の入浴中の事

故を引き起こす大きな要因として社会問題となって

おり����，安全な入浴方法を考案する必要性が要請
されている�	�．入浴は身体的負荷を伴う行為であ
ると同時に心身へのリラクゼーション効果があり，
入浴を好む日本人の生活の質を維持・向上するため
には，入浴による負荷と効果を比較衡量した上での

安全な入浴方法を考案することが必要である．高齢
者にとっての安全で効果的な入浴システムを構築す
るためには，高齢者自身の入浴に対するニーズを取
り入れたシステムを考える必要があるが，現在まで
に，高齢者の入浴の現状を明らかにした研究は数少
ない������．中でも，入浴にまつわる事故の多くが

在宅で起こっていることを考えると ���，在宅で生活
する高齢者の入浴の現状や安全に対する認識を明ら
かにする必要がある．
高齢者が自宅で安全に入浴し，なおかつ，入浴中

の事故を未然に防ぐには同居家族による見守りや声
かけは重要な要素である���．高齢者の入浴時におけ
る同居家族の関与状況や，高齢者の入浴に対する同
居家族の意識についても明らかにする必要がある．
�．研究目的

本研究の目的は，在宅で生活している健常高齢者
の入浴の現状や安全に対する認識を把握し，高齢者
の安全で効果的な入浴システム構築のための基礎資
料とする．また，同居者の高齢者の入浴に対する関
与状況もあわせて明らかにする．
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�．研究方法

　�．�．対象

�県内において，同居者がおり，かつ，下記の条
件を満たす健常高齢者���組に調査用紙を配布した．

高齢者と同居者のペアで���組（回収率�����）から
回答が得られ，その中で回答に不備があるものをの
ぞいて���組を分析対象とした．
健常な高齢者とは，下記の条件を満たした者で

ある．
（�）��歳以上の高齢者で現在同居者（家族又は

友人・知人）がいる者
（�）何らかの疾患はあっても，介護保険による

虚弱や要介護者と認定されていない者

（
）入浴動作が自立していて，医師より入浴を
禁止されていない者

（）自宅の浴室で入浴をしている者
（�）重度の視覚障害がなく，自筆での調査用紙

記入が可能である者
（�）認知機能障害がなく，自己の意思決定がで

きる者
なお，同居者とは，下記の条件を満たした者で

ある．

（�）��歳以上の高齢者と現在同居しており，同
居期間が �年以上ある�	歳以上の者

（�）自己の意思表示・決定ができる者
　�．�．調査時期および方法

調査は，平成��年 �月� �月にかけて，自記式調
査用紙を用いた郵送法で行なった．
　�．�．調査内容

高齢者及び同居者への調査用紙は，先行研
究����
����を参考にし，老年看護学の専門家による

協議を通して作成した．その構成は，基本属性に加
え，高齢者・同居者ともに「入浴に対する認識」，「入
浴時の行為・行動」，「入浴に対する判断」に大別し
た．高齢者の「入浴に対する認識」としては，入浴
に対する考え方，入浴の目的，入浴時の留意事項を，
「入浴時の行為・行動」については，入浴方法，入浴
環境調整，入浴時の安全行動，入浴事故体験，入浴
の効果を設定した．「入浴に対する判断」としては，
入浴可否判断基準と判断決定者を設定した．

同居者に対しては，「入浴に対する認識」として，
高齢者が入浴することに対しどのように考えるかを，
「入浴時の行為・行動」では環境調整と入浴時の援助
を，そして，「入浴に対する判断」では入浴可否判断
基準と判断決定者を調査項目として設定した．
その上で，具体的調査内容として小項目を設定し，
質問を投げかけた．

　�．�．分析方法

高齢者・同居者ともに，入浴に対する認識，入浴
時の行為・行動及び入浴に対する判断について記述
統計量を算出した．また，高齢者の入浴に対する安

全認識を要因とした一要因の分散分析及び��検定を
行った．有意水準は � �以下に設定し，統計解析ソ
フトは �������	を用いた．
　�．�．倫理的配慮

調査対象者のプライバシーを守るために，調査依
頼時に，調査の趣旨，方法を十分に説明し，調査結
果は本研究の目的以外に使用しないことを付け加え
た．調査は無記名で行い，得られた結果は統計処理
を行なうため個人が特定されないこと，及び，調査へ

の協力を断っても不利益を被らないという倫理的配
慮を明記した文書を調査用紙に添付し，返信をもっ
て同意を得たものとした．
なお，調査用紙は，事前に川崎医療福祉大学倫理
委員会の承認を得た．
　�．�．用語の操作的定義

入浴：かけ湯をする，浴槽で湯につかる，洗うな
どの動作を含む行為とする．
入浴可否判断：入浴してもよいか悪いかを判断す

ること．
�．結果

　�．�．対象者の背景

対象者の背景は表 �のとおりである．調査に協力
が得られた高齢者は���名（年齢�������歳：����	
歳）であった．健康状態では，通院中の病気がある
者��名（����），ない者��名（����）であり，治療
中の病気で最も多かったのが高血圧症�名（
	�），
次いで，糖尿病��名（���），心疾患 �名（ � �）で

あった．
同居者は���名（年齢�������
歳：�	��	歳）で

あり，高齢者との続柄では，配偶者が最も多く�名
（�����），次いで，実の娘��名（����）であった．
　�．�．高齢者の入浴の現状

高齢者の入浴の現状を調査用紙の構成に従い，「入
浴に対する認識」，「入浴の行為・行動」，「入浴に対
する判断」に分けて述べる．
まず，入浴に対する高齢者の認識では，入浴が「非

常に好き」
�名（���），「好き」��名（���）と，大
多数が入浴を好んでいた．生活の中で入浴をどの程
度必要と考えているかについては，絶対に必要とす
る者�名（	�），必要とする者��名（���）であっ
た．入浴の必要性と性別との関係には有意差があ
り，入浴が生活において絶対に必要であると認識し
ている者は男性よりも女性に多くみられた（��（�）
���
� ��	�	�）．一度は入浴したくないと思った
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表 � 対象者の背景

      

    

 
 

 

 

 

 

 

  

    

 

  

  

  

   

  

 

 

  

  

 
   

  

   

   

    

 

    

ことがある者は���名中�	名（���）あり，入浴をし
たくないと思う理由として，「洋服の着脱が面倒」，
「入浴後の片づけが面倒」がそれぞれ �名（��），
「入浴前の準備が面倒」�名（	�），「入浴動作が面
倒」 �名（
��），「入浴する時間がもったいない」
�名（
	�），「入浴で疲れる」�名（���）であり，
「入浴が危険である」ため入浴をしたくないと考える
者は誰もいなかった．どんな目的で入浴をするかと

いう入浴の目的について �項目設定し，上位 
つま
での複数回答を求めた結果，最も多数の者が選択し
たのは「全身を清潔にするため」�	�名（����）で
あり，次に「一日の疲れをとるため」��名（�����），
「爽快感を得るため」�名（
��	�），「くつろいだ気
持ちになるため」名（
��
�）であった．また，入
浴に特別な目的を求めることなく，「習慣として」入
浴をしている者が
	名（���）いた．
次に，入浴時の行為・行動では，普段の入浴方法

として必ず浴槽で湯につかる者��名（�
���），浴

槽で湯につかったりシャワー浴で済ませることがあ
る者�名（

���）であった．シャワー浴しか行わ
ない者が 
名（����）あり，その者を除いて浴槽を
使って入浴をしている���名は，浴槽での湯の水位
が，肩までしっかりつかる者��名（�����），肩から
乳頭部の中間位までの者
�名（�����），乳頭部以
下の者�	名（�����）であった．湯の水位を，肩ま
での者と肩から乳頭部の中間位以下の者に分類し，

男女差を検討した結果 � �の有意差があり，男性に
肩まで湯につかる者が多くみられた（��（�）��		
��	�	�）．浴槽内で湯につかる時間は，�	分以内の
者が��名（���），�	分以上が�名（
����）であ
り，湯につかる時間について男女差を比較したが有
意差はみられなかった．長湯を好むかそれとも早く
湯から出たいほうなのか好みを訊ねると，長湯を好
む者�	名（����），短時間で済ませるのが好きな者
��名（�����）であり，��名（�����）は長くも短く

もなく「普通」と回答した．入浴に要する時間（衣
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服を脱いで入浴を済ませて衣服を着るまで）は，�	
分以内が��名（����），�	��	分が
�名（�����），
�	�
	分が�名（	���），
	分以上かかる者が��名
（�����）であった．所要時間の性別による差はみら

れなかった．入浴をしている時間帯は，��時��時
が��名（���	�）と最も多く，次に��時���時が�

名（�����），�時���時が�
名（�	���）であった．
	時� �時の時間帯に入浴している者が �名（����）
いた．�週間での入浴回数は，毎日入浴している者
が最も多く��名（����），次いで，� � �回の者�
名（�����）であった．好みの湯の温度は，やや熱
めが��名（����），熱めが �名（���）であり，や
やぬるめを好む者は
�名（
���）であった．過去

�ヶ月間で入浴中に体験したことについて，「転び
そうになる」，「意識がなくなる」，「頭がボーっとす
る」，「胸（心臓）がドキドキする」，「寒さで震える」，
「吐き気がする」の �項目を設定し，「いつもある」
から「全くない」の 件法で回答を求めた結果，「全
くない」または「あまりない」と回答した者が大多
数であったが，「いつも」または「ときどき」体験し
たと回答した者の中には，「転びそうになる」が �

名，「胸がドキドキする」が �名，「頭がボーっとす

る」が 名いた．入浴の効果について高齢者がどの
ように受け止めているかを図 �に示す．入浴の効果
としていつも感じている項目の上位は，「さっぱり感
が得られる」�	�名（�	���），「安らぎが得られる」
��名（�	���），「リラックスする」�
名（�����），
「開放感が得られる」��名（����），「よく眠れる」
�	名（���
�）であった．
さらに，入浴に対する判断では，体調に変化があ
るときに入浴をするか取りやめるかを判断するた

めの基準がある者が��名（�	��），ない者が�	名

（����）であった．判断基準の有無を性別による人
数差で検討したが有意差はなかった．判断するため
の基準があると回答した��名が，判断基準としてい
ることで最も多かったのが「気分が優れない時は入

浴しない」
�名（���
�），次いで，「疲れ具合によっ
て入浴するか否かを決める」��名（�
�），「時間
帯によっては入浴しない」��名（
����）であった．
体温や血圧，脈拍などの生理的データを判断基準に
している者は少数であった．そして，入浴をするか
取りやめるかを判断するために何らかの基準を必要
とする者は��名（�	���）いた．入浴をするか否か
最終的に決定しているのは誰かを訊ねた結果，���
名（���
�）は高齢者自身であると回答した．

　�．�．高齢者の入浴に対する安全認識

安全な入浴に対する高齢者の認識の程度を把握す
るために，入浴による影響が考えられる場面と，高
齢者の入浴で注意すべき場面として，「食事前（空腹
時）の入浴」，「食事直後の入浴」，「発熱時の入浴」，
「血圧が高いときの入浴」，「風邪気味のときの入浴」，
「アルコール飲用後の入浴」，及び，「転倒に注意す
る」の �項目を設定し，項目ごとに安全への認識があ
る場合を �点，ない場合を 	点と配点し安全認識得

点として集計した．従って，最も安全への認識があ
る者は �点，全くない者は 	点となる．得点の分布
は，�点
�名（
���），�点��名（�����），�点
�

名（����），点�名（�����），
点 �名（����），
�点 
名（����）であり，平均得点は�������
�点
（�点��点）であった．安全認識得点の平均値を基
準として，平均値より高い �点，�点の得点者�名
（�����）を安全認識の高値群，平均値以下の得点者
��名（����）を安全認識の低値群に分類し，安全

認識と入浴時の行為・行動，及び，入浴に対する判

図 � 入浴の効果
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表 � 安全認識と入浴時の湯の水位

 

 

 
 

 
 

    

 

表 � 安全認識と入浴行動及び効果

    

   

    
  

   

   
  

   

    
  

   
  

   
  

断との関係について検討した．
まず，安全認識と入浴時の行為・行動との関係に

ついて述べる．表 �は安全認識程度と入浴時の湯の
水位との関係をみたものである．安全認識の低値群
は高値群に比較して有意に肩まで湯につかる者が多
くみられた（��（�）����
，��	�	�）．安全認識と

湯につかる時間との関係においては有意差を認めな
かった．
浴前の行動として，脱衣室，浴室，湯の温度調整

及びバイタルサインの測定の �項目を，入浴後の行
動については，バイタルサインの測定と休息をとる
ことと水分をとることの �項目を設定し，「いつも
する」を �点，「時々する」を �点，「あまりしない」
を 
点，「まったくしない」を 点と配点し，それ
ぞれの行動を得点化した．入浴前後の行動と入浴の

目的について安全認識を要因として一要因分散分析
を行なった結果を表 
に示す．入浴前行動では，脱
衣室の温度調整に � �，体温測定には � �の有意差
がみられ，安全認識高値群は脱衣室の温度調整や入

浴前の体温測定をする者が多かった．入浴後の行動
では，入浴後に休息をすることに有意差がみられ，
安全認識高値群に入浴後の休息をする者が多かっ
た．入浴の効果については図 �に示した項目それぞ
れに，「いつも得られる」を �点から「まったく得
られない」を 点の 段階に配点し，得点化して解

析した．その結果，睡眠の効果に � �の有意差があ
り，安全認識の高値群は入浴によって睡眠効果が得
られる率が高かった．前記した過去 �ヶ月間での入
浴時の体験事項に対し，それぞれ「いつもある」か
ら「まったくない」まで �点から 点を配点して得
点化し，安全認識を要因とした一要因分散分析を行
なったが，いずれの項目にも有意差はなかった．
そして，安全認識と入浴可否判断基準の有無との
関係において両者の間に有意差がなく，安全認識と

判断基準の必要性との関係においても有意差を認め
なかった．
　�．�．同居者の高齢者の入浴に対する現状

同居者の高齢者の入浴に対する現状について，調
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査用紙の構成に従い「入浴に対する認識」，「入浴の
行為・行動」，「入浴に対する判断」に分けて述べる．
まず，入浴に対する認識として，高齢者が入浴す

ることの目的について同居者の考え方として最も多

かったのが「清潔にするため」���名（�����）であ
り，次に，「疲れをとるため」�
名（�����），「爽快
感を得るため」�名（
���），「くつろぐため」	名
（

���）であった．「習慣として」と考えている者
も��名（�	���）いた．高齢者が入浴することに対
して同居者の��名（�	���）は心配ごとがあり，��
名（���
�）は心配がないと回答した．
次に，入浴の行為・行動としては，高齢者が入浴す

る時の配慮・関与程度については，全く配慮や関与

をしていない者が�	名（��
�），あまりしていない
者
�名（�����）であり，時には配慮や関与をしてい
る者��名（���
�），いつもしている者 �名（��	�）
であった．同居者の配慮・関与の程度を「いつもし
ている者」と「時々している者」を関与群に，「あま
りしていない者」と「全くしていない者」を非関与群
に分類し，高齢者の入浴への心配ごとの有無との関
係をみたところ � �の有意差があり（��（�）�
��
��	�	�），非関与群に高齢者の入浴に心配ごとのな

い者が多かった．配慮・関与程度と高齢者の現病歴
の有無との関係では両者の間に有意差はなかった．
高齢者の年齢を��歳から�歳を前期高齢者，��歳以
上を後期高齢者に区分し，同居者の配慮・関与程度
との関係をみたが有意差はなかった．年齢区分と入
浴への心配ごとの有無との関係では有意差があり
（��（�）����� ��	�	�），心配ごとがない者は前期
高齢者との同居者に多かった．全く配慮や関与をし
ていない�	名を除いた同居者��名について，高齢者

の入浴前，中，後の援助状況を調査した結果，入浴前
では，いつも，または，ときどきしている者の最も
多い項目は，「湯温を調整する」
名（�	���）であ
り，血圧・脈拍・体温測定は，あまり，または，全く
していない者が多かった．入浴中は，いつも，また
は，ときどきしている項目として多かったのは，「入
浴している時間を気にかける」�	名（�	��），「物
音を気にかける」�名（����），「入浴中に声をか
ける」��名（
����）であった．入浴後では，いつ

も，または，ときどきしている者が多い項目は，「水
分摂取をすすめる」�名（�����），「休息をすすめ
る」

名（����）であり，体温，脈拍，血圧測定
については，あまり，または，まったくしない者が
ほとんどであった．
入浴についての判断に関して，高齢者が安全に入

浴するための判断基準がある者が
�名（�����），な
い者が��名（�����）であり，判断基準が必要であ

るか否かについては，��名（���	�）が必要である
と回答した．判断基準の有無と必要性との関係には
有意差があり（��（�）�����
 ��	�	�），判断基準
がある者は基準の必要性が高かった．上記で分類し

た高齢者の入浴への配慮・関与程度と，判断基準の
必要性との関係においては � �の有意差があり（��

（�）������ ��	�	�），高齢者の入浴への配慮・関与
群は判断基準の必要性が高かった．高齢者が入浴を
するか否かの最終決定者については，同居者の大多
数である��
名（�
��）が高齢者自身としていた．
�．考察

高齢期における不慮の事故は家庭内での溺死が多
く，この原因は入浴中の事故による．東京�
区で発

生した入浴中の事故調査から，全国での事故件数
を推計すると年間 �万			人の死亡事故が発生して
いることになり，その内の �割を高齢者が占め，�

年間に �万�			人もの高齢者が入浴中に死亡してい
ることになる������．また，平成��年度死因別死亡
率における高齢者の溺死では人口�	万人に対して，
�����歳で��人，�	��歳で���人，�����歳で����

人と年齢が高くなるにつれてその率も上昇し ���，高
齢者の入浴を考える場合，安全な入浴の視点が求め

られる．高齢者の入浴の現状に関する先行研究は少
数あるが，太田ら ���は高齢者の入浴への意識・価値
について日米の比較を，また，野上ら ���は心疾患
患者の入浴の実態をそれぞれ報告したものであり，
健常高齢者の入浴の現状を安全の視点から論じた研
究は皆無である．さらに，高齢者と同居している者
の高齢者の入浴に対する配慮・関与状況を報告した
ものは全くみあたらない．そこで，本研究において
は，先行研究����	�で高齢者の安全な入浴として提

言されている内容を基に，�．在宅で生活する健常
高齢者の入浴の現状と安全性，�．同居者のかかわ
りと安全性，に分けて考察する．
　�．�．高齢者の入浴の現状と安全性

健常高齢者の多くは入浴を好み，ほとんどの者が
日常生活で入浴を必要である，あるいは絶対必要で
あると考えていた．そして，ほぼ毎日��時から�時
の間に，皮膚を清潔にすることや一日の疲れをとり，
爽快感やくつろぎを得ることを目的に入浴をしてい

た．これらの結果から，高齢者にとっての入浴は，
身体的・精神的疲労の回復を求め，癒しや楽しみの
ひと時として存在しているものと推察できる．また，
身体を清潔にし，身だしなみを整え，リラクゼーショ
ン効果を得て明日への活力の源として，生への実感
を得ているのではないだろうか．このように，高齢
者の日常生活にとって入浴はなくてはならないもの
であるが，すでに先行研究で報告されているように，
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若年者に比べて高齢者は加齢による生理的退行変化
に加えて，生活習慣病を中心とした各種疾患を有し
ている率が高く入浴による負荷が大きい����．その
上，高温の湯による刺激や肩まで湯につかることで

受ける静水圧による入浴負荷は，循環器や呼吸器に
影響を与え入浴事故の発生につながり����，高齢者
の入浴はリスクを伴うものといえる．本研究の結果
からリスクとなる点����	�を論じると，高齢者の年
齢は������歳で，その内の
	�は高血圧症で治療
中である．その他，心疾患や脳血管疾患で治療中の
者など血管の脆弱性を有して者がいる．そして，多
くの者は日本人の好む熱めの湯に肩までつかる入浴
方法を行なっている点である．中でも，男性は肩ま

で湯につかる者が多く，高齢男性は入浴に対する安
全認識が低いことが推察できる．加えて，入浴を��

時から�時の時間帯に行っていることもリスクのひ
とつと考えられよう．安全性を考慮するならば生体
反応の活発な昼間の時間帯が好ましく，特に冬季は
夜間ではなく外気温の高い昼間の入浴が安全であろ
う．さらに，少数ではあるが過去 �ヶ月間で入浴中
に「胸（心臓）がドキドキする」，「頭がボーットとす
る」，「転びそうになる」など入浴中の事故に結びつ

く徴候を体験している者がいたことも，在宅健常高
齢者の入浴には危険性が潜んでいることの証である．
では，健常高齢者は自己の入浴に対して，安全へ
の配慮をしているのだろうか．本研究の結果では，
高齢者の大多数は入浴可否を自分自身で決定してお
り，入浴可否の判断基準を有している者が約半数い
た．この者達は自己の健康状態をアセスメントして
入浴可否を決めていたが，「疲れているから入らな
い」や「気分が優れないから入らない」等，自己の感

覚のみを判断基準にした者が多く，生理的データを
基に判断している者は極少数であった．入浴事故体
験者数が少なく判断基準との関連は検討できていな
いが，感覚機能の低下した高齢者が感覚のみを頼り
に入浴可否を判断することは危険であり，生理的指
標も判断基準として取り入れる必要があると考える．
入浴中に転倒に注意することや，どのような場合

には入浴を中止すべきであるかという認識は，安全
に入浴する上で必要な知識である．本研究の結果か

ら，多くの高齢者はその認識は持っており，特に安
全認識の高い者は入浴前に脱衣室の温度調整や体温
測定を行い，入浴中は湯の水位が肩から乳頭部中間
位であり，入浴後に休息をとるという安全行動がみ
られた．しかし，安全認識の低い者は肩まで湯につ
かる入浴行動をしており，入浴可否判断における安
全認識のみならず，安全な入浴方法を周知させる必
要がある．それとともに，安全認識が高い者も�	分

以上の入浴をしており，湯に長くつかることは，熱
中症やのぼせの原因となり，出浴時の起立性低血圧
を引き起こし転倒の危険性が高くなる���ことから，
湯につかる時間が安全性に影響することも高齢者教

育につなげる必要がある．
　�．�．同居者のかかわりと安全性

在宅で高齢者の入浴事故を未然に防ぐためには，
家族が家に居る時間帯に入浴することや，入浴中の
高齢者に対する家族の頻繁な声かけが重要であると
言われており���，高齢者の入浴に対する同居者の
関与状況が入浴の安全性を左右する要因のひとつと
なる．本研究の同居者の多くは，基本的には高齢者
自身に入浴を任せており，約 �割の同居者は高齢者

の入浴に対して心配ごとがなく，�割近くの者が関
与をしていない状況であった．本研究の高齢者の年
齢や罹患状況から判断して，冒頭で述べたように，
同居者は，在宅における高齢者の入浴には事故が起
こることを認識すべきであろう．同居者の関与状況
では，入浴前の湯の温度調整をすること，入浴中に
時間を気にかけたり声をかけること，入浴後は水分
補給や休息をすすめることを行っている者は少数で
あった．このことは，同居者として高齢者の入浴に

対する安全認識の欠如を意味しており，今後の高齢
社会において，高齢者の安全な生活を保障するため
には，同居者を高齢者支援の一員として位置づけた
健康教育が必要である．同居者も高齢者の入浴を高
齢者自身に任せているが，入浴可否判断基準を持た
ない者も判断基準を必要としていたことは，何らか
の判断基準があれば同居者として高齢者に安全な入
浴行動を要求できるであろう．
以上，�，�の考察より，在宅の健常高齢者にとっ

て入浴は，他者に管理されることなく自己の意思に
より入浴したり取りやめたりの行動が可能であり満
足感は保障されるであろうが，それゆえに，入浴の
安全性を保障するには高齢者自身の入浴に対する安
全への認識が重要である．しかし，必ずしも安全認
識が高い者が安全な行動をしているとは言い難い結
果であった．また，同居者のかかわりにおいても，
高齢者の入浴に対する危険性を考慮していない現状
が明らかになった．したがって，高齢者の安全な入

浴を推進するためには，まず，高齢者の入浴は絶対
的に安全なものではないことを認識してもらうこと，
そして，身体上の異常があるときは必ず専門家に相
談すること．高齢者は安全な入浴方法を知った上で
入浴行動をとること，同居者にはその役割を周知さ
せることなど，更なる検証をして高齢者の入浴に関
する安全性についてマニュアル化し，高齢者教育と
して広く組織的に実践していく必要がある．
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